
所蛋
行
税

発
本
治

日
政

刺繍品川区大崎１‐１１－８
日本税理士会館（〒１４１』０３２）

　　　　　　　　　料は会費の中に含みます。

千葉県印西市 本埜白鳥の郷 撮影者・松村敏雄（関東信越）

　　　

令
和
の
初
夢

　　　

は
１０
年
後
の
日

　　　

本
。
▼
Ｂ
Ｕ
に

　　　

倣
い
消
費
税
率

　　　

２

　　　

０
％
へ
段
階
的

　　　

引
き
上
げ
の
気

運
が
漂
う
。
稀
有
な
デ
フ

レ
と
人
口
減
に
悩
む
日
本

が
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に

よ
り
越
境
移
動
が
激
し
く

直
接
税
に
依
存
し
づ
ら
い

Ｂ
Ｕ
に
範
を
と
る
べ
き
な

の
か
？
だ
が
こ
の
議
論
は

お
ざ
な
り
だ
▼
各
業
界
は

「顧
客
の
た
め
」
、
軽
減

税
率
適
用
の
ロ
ビ
ー
活
勤

に
ば
か
り
血
道
を
上
げ
、

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の

だ
。
真
っ
先
に
軽
減
税
率

を
獲
得
し
た
新
聞
は
警
鐘

す
ら
発
し
な
い
▼
ロ
ビ
ー

活
動
は
、
旧
物
品
税
や
Ｂ

Ｕ
の
軽
減
税
率
に
散
見
さ

れ
る
、
重
々
し
い
不
公
平

感
を
引
き
起
こ
す
。
全
体

の
公
平
を
忘
れ
、
自
分
に

有
利
な
制
度
の
実
現
に
奔

っ
て
し
ま
う
社
会
を
次
世

代
に
継
が
せ
た
く
は
な
い

▼
悪
夢
か
ら
覚
め
る
。
私

た
ち
は
今
、
事
務
負
担
増

と
免
税
事
業
者
の
リ
ス
ク

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
に
反
対

し
て
い
る
。
が
、さ
ら
に
、

イ
ン
ボ
イ
ス
は
Ｂ
Ｕ
型
の

多
段
階
軽
減
税
率
の
導
入

や
変
更
に
必
須
の
方
式
で

あ
り
、
布
石
と
な
る
も
の

だ
。
わ
ず
か
２
％
差
の
現

行
軽
減
税
率
な
ら
、
請
求

書
等
保
存
方
式
に
よ
っ
て

充
分
対
応
で
き
る
。
イ
ン

ボ
イ
ス
反
対
の
、
隠
れ
た

第
三
の
理
由
は
、
禁
じ
得

な
い
私
た
ち
の
欲
と
い
う

心
の
弱
さ
へ
の
戒
め
で
あ

る
。
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　　　　　卿

－
　

日
本
税
政
連

　　　　

　

　

　　
　　　

　　　

　
　

　

　
　
　

＼“

　　　

≧

　　　

　　　
　

　　
　

周
署

　

　

　

　　　

　
　　翻

Ｌ主な内容Ｊ
年
頭
所
感
・太
田
会
長
、
安
倍
首
相
ー
ー
２
面

年
頭
所
感
・各
党
代
表
議
員
１１１
１
１
１３
面

新
春
対
談
・太
田
会
長
と
甘
利
明
自
民
党
税
調

会
長
１１１１１
１
１ーー
ー
１
１
ー１１１６
～
７
面

資
料
・令
和
２
年
度
税
制
改
正
大
綱
の
概
要

・ｌ
ｉｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
１１１１ー
ー
ー
１１０
～
１１
面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

，．
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．” 令噸耀繕 鋤けばしておめでとぅございます

‐
響 き二鰐璽

東
北
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

青
木
・

　

正

幹
事
長

　

吉
田

　

恵
幸

北
海
道
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

名
越

　

隆
雄

幹
事
長

　

谷

　　

幹
夫

近
畿
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

久
保

　

直
己

幹
事
長

　

田

　　

達
満

関
東
信
越
税
理
士
政
治
連
盟

会

　

長
井
部

　

俊
一

幹
事
長
秋
山

　

典
久

千
葉
県
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

江
波
戸
秀
記

幹
事
長

　

深
田

　

真
吾

東
京
地
方
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

瀧
浪

　

貫
治

幹
事
長
鈴
木

　

崇
晴

東
京
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

名
倉

　

明
彦

幹
事
長

　

坂
田

　　

覚

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

太
田

　

直
樹

幹
事
長

　

渡
還

　

輝
男
，

沖
縄
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

圃
仲

　

勝
則

幹
事
長

　

羽
地

　

明
人

南
九
州
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

宮
本

　

律
夫

幹
事
長

　

米
川

　

健
一

九
州
北
部
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

上
村

　

常
憲

幹
事
長

　

山
嶋

　

寿
人

四
国
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

清
藤

　

智
彦

幹
事
長

　

岩
佐

　

誠
志

中
国
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

重
近

　　

賓

幹
事
長

　

井
上

　

博
夫

北
陸
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

玉
井

　

政
利

幹
事
長

　

中
村

　

茂
和

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

東
海
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

田
中

　

克
明

幹
事
長
，河
合

　

省
吾

名
古
屋
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

平

　　

昌
彦

幹
事
長

　

小
島

　

善
弘

令和２年（２０２０年）１月１日（水曜日）（毎月１回１日発粉 日

　

本

　

税

　

諺に‐ 連



．開羅蹴醍醐瞬濯響巽鰻閥楓鱈園協議聯漆霊園鰹王制『膿困じ

日
本
税
理
士
政
治
連
盟
会
長

　

太
田

直
樹

す
る
答
申
」
を
ホ
ー

　

理
士
会
か
ら
提
出
さ

　

人
の
日
税
政
推
薦
候

★
税
理
士
の
登
用
、

的
に
要
望
し
て
ま
い

ム
ペ
Ｔ
ジ
で
公
開
し
、
れ
た
意
見
を
受
け
、

補
者
が
当
選
い
た
し

中
小
企
業
の
活
性
化

り
ま
す
。

１１
月
３０
日
を
期
限
と

日
税
連
に
お
け
る
税

ま
し
た
。
衆
議
院
に

　

等
で
日
税
連
の
政
策

　　

ま
た
、
中
小
企
業

し
た
意
見
募
集
で
は

理
士
法
改
正
の
た
め

　

つ
い
て
は
、
令
和
３

　

要
望
へ

　　　　　　　

の
活
性
化
に
つ
い
て

２
万
６
７
７
件
の
意

　

の
検
討
が
本
格
化
い

　

年
が
任
期
満
了
と
さ

　　

日
税
政
は
、
日
税

も
、
日
税
連
が
推
進

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

　

た
し
ま
す
。
次
な
る

れ
て
お
り
、
政
局
は

連
と
連
携
し
、
公
益

す
る
中
小
企
業
対
策

た
。
制
度
部
の
答
申

税
理
士
法
改
正
に
お

今
後
緊
張
し
た
場
面

的
業
務
へ
の
税
理
士

　

に
関
連
す
る
法
案
等

は
、
税
理
士
制
度
が

　

い
て
は
、
経
済
社
会

が
続
く
こ
と
と
な
り

の
登
用
、
中
小
企
業

が
国
会
に
お
い
て
審

国
民
に
と
っ
て
必
要

　

の
大
き
な
変
革
の
時

ま
す
。

　　　　　　　

の
活
性
化
等
に
積
極

議
さ
れ
る
場
合
に
は
、

年（２０２０年）年頭所感

令和２年（２０２０年）１月１日（水曜日）

　

理
解
と
ご
協
力
を
賜

す
。

　　　　　　　

化
等
の
納
税
環
境
整

た
消
費
税
の
あ
り
方

不
可
欠
な
制
度
で
あ

代
に
対
応
す
る
と
と

　

国
政
選
挙
へ
の
対

的
に
対
応
し
ま
す
。

　

り
、
衷
心
よ
り
厚
く

　　　　　　　　　　

備
等
の
要
望
が
実
現

　

に
つ
い
て
検
討
し
て

　

る
と
い
う
基
本
認
識

も
に
・
国
民
納
税
者

応
は
・
税
政
連
に
と

本
年
も
引
き
続
き

　

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
★
税
制
改
正
要
望
の

　

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
す
。
今
後
も
引

　

の
も
と
、
近
未
来
の

　

の
共
有
財
産
と
も
い

っ
て
最
も
重
要
な
活

行
政
不
服
審
査
法
－

１

　

本
連
盟
は
本
年
も
、
実
現
に
向
け
て

　　　

税
理
士
会
の
最
重
要

き
続
き
、
税
制
改
正

税
理
士
制
度
の
あ
り

え
る
税
理
士
制
度
の

　

動
で
す
。
国
会
に
お

基
づ
く
不
服
申
立

、
税
理
士
の
社
会
的
、

　

１

　　

２
月
１２
日
に
税
制

建
議
・
要
望
項
目
で

　

の
情
報
収
集
を
強
化

方
に
つ
い
て
論
点
整

発
展
の
た
め
、
ス
ピ

　

け
る
税
政
連
の
評
価

関

（第
三
者
機
関
）

，‐・
譲
関
謎
嗣滋
援
護
決闘
鷺
馨
消費税
に
励、卵
譲
企業
認
桁総
て
り
、

界

霧

持
琵
大
．
地
域
“
密
着
軸

へ
の
溌
理
士
の
署

、

ま
し
た
。
日
税
政
は
、
お
け
る
単
一
税
率
及

　

に
過
重
な
負
担
を
も

具
体
的
な
法
改
正
要

胆
な
制
度
改
革
が
求

活
動
に
よ
る
も
の
で

地
方
公
共
団
体
に
お

活
動
に
一
層
の
ご
理

国
民
納
税
者
の
共
有

税
務
の
専
門
家
と
し

ぴ
請
求
書
等
保
存
方

た
ら
す
税
制
改
正
等

望
項
目
と
し
て
は
、

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
・
国
政
選
挙
に

　

け
る
監
査
委
員
・
外

解
と
ご
支
援
を
お
願

財
産
と
も
い
え
る
税

　

て
昨
年
も
関
係
国
会

式
の
維
持
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
の

電
子
申
告
に
お
け
る

　

日
税
政
は
次
な
る
税

当
た
っ
て
は
・
全
国

部
監
査
人
へ
の
税
理

　

い
申
し
上
げ
ま
す
と

東
京
五
輪
、
重
量

　

に
向
か
っ
て
、
夢
を

　

に
向
け
た
国
づ
く
り

働
き
方
改
革
を
進
め
、
い
て
い
く
。
従
来
の

　

和
２
年
の
年
頭
に
当

本
年
も
引
き
続
き
、
情
報
の
収
集
に
努
め
、

り
ま
す
。

本
年
も
本
連
盟
の

　　　　　　　　　　　　　　　　

い
ま
す
。
身
体
の
大

　　

「人
間
、
夢
が
あ

葉
で
す
。

　　　　　

ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
経

　　　　　　　　

い
よ
い
よ
、
東
京

き
な
外
国
選
手
た
ち

　

る
か
ら
こ
そ
成
長
で

　　

半
世
紀
を
経
て
日

　

て
、
５
年
後
に
は
、

　　　　

三・
ｒ

ま
す
。

　

　
　
　　　　

　
　

　　

諸

ｉ
ー

　

，
Ｐ

　

ｒ
〕
／
ご
ゾ
フ

．
ミ

：
≦
こ
１
ナ
≧
：
ぅ

　

ｉ

ｏ

　

、
）
）
寺
ｅ

；

ニ
ーヰ
ド

）
ｒ
：

く
支
ト
ｇ
旨
テ
阜
ｏ

　　

に

仁

三
富
一

　

Ｌ
ン
ヒ
，
ク

．
ノ

　

ｋ
≦
く
弓
に
を
と
だ

さ
そ

　

Ｌ
｛
ｄ
廉
ヤ

オ
に
戸
乙
ギ

て
く

メ
陽
・
国
逆
ス
慢

　　　　

・

　　　　　

１

　

・

　

、

　　　　　　

．
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

な
い
日
本
人
選
手
の

も

『夢
見
る
力
』
が

　

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・

未
来
へ
の
躍
動
感

、
、

／－－も’

　　　４▼
燐剰も一触物ポリｒ詞蜂
斌倒獅騨メ縄厚初
楠飴拶硯純一艶
悌
鳩劫回わ響お“ザ，

　

１
９
６
４
年
、

１０

た
ち
に
、
未
来
へ
の

歳
の
時
に
見
た
東
京

希
望
を
与
え
て
く
れ

日
税
連
と
連
携
し
て
、

い
ま
す
。
今
後
も
引

　

の
も
と
、
近
未
来
の

　

の
共
有
財
産
と
も
い

っ
て
最
も
重
要
な
活

行
政
不
服
審
査
法
に

そ
の
動
向
に
迅
速
的

税
理
士
会
の
最
重
要

き
続
き
、
税
制
改
正

税
理
士
制
度
の
あ
り

え
る
税
理
士
制
度
の

　

動
で
す
。
国
会
に
お

基
づ
く
不
服
申
立
機

確
に
対
応
し
て
ま
い

　

あ
げ
ま
し
て
お
め

理
士
制
度
の
発
展
、

議
員
へ
の
陳
情
を
は

は
、
昨
年
１０
月
１
日

な
い
よ
う
対
応
し
て

署
名
押
印
の
あ
り
方

理
士
法
改
正
に
向
け
、
の
税
政
連
の
皆
様
の

土
の
登
用
・
国
会
議

と
も
に
・
本
年
が
会

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
並
び
に
公
平
か
つ
合

じ
め
与
野
党
の
ヒ
ヤ

　

に
軽
減
税
率
が
ス
タ

ま
い
り
ま
す
。

　　　

や
１
Ｃ
Ｔ
社
会
に
お

　

日
税
連
に
協
力
し
て

力
を
結
集
し
全
力
で

　

員
の
政
策
担
当
秘
書

員
の
皆
様
に
と
っ
て

　

令
和
２
年
の
年
頭

理
的
な
税
制
の
確
立

リ
ン
グ
等
で
日
税
政

ー
ト
し
て
お
り
、
令

　　　　　　　　　　

け
る
事
務
所
の
あ
り

ま
い
り
ま
す
。

　　　

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

　

へ
の
税
理
士
の
登
用
・
素
晴
ら
し
い
一
年
と

に
あ
た
り
、
会
員
の

と
申
告
納
税
制
度
の

・
日
税
連
の
要
望
を

和
５
年
ｍ
月
に
は
い

　

★
日
税
連
と
連
携
し

方
、
税
理
士
試
験
の

　　　　　　　　　　

な
り
ま
せ
ん
。
日
税

租
税
教
育

・
登
録
政

な
り
ま
す
よ
う
・
心

皆
様
に
謹
ん
で
新
年

維
持
発
展
の
た
め
、

主
張
し
て
ま
い
り
ま

わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

　

て
税
理
士
法
改
正
に

受
験
資
格
の
見
直
し

★
国
政
選
挙
へ
積
極

政
は
・
国
政
選
挙
等

治
資
金
監
査
人
制
度

よ
り
お
祈
り
申
し
上

の
お
祝
い
を
申
し
上

必
要
な
政
治
活
動
を

　

し
た
。
令
和
２
年
度

方
式
が
導
入
さ
れ
る

対
応

　　　　　　　

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

的
に
対
応

　　　　　

に
対
し
て
、
全
国
の

　

等
の
公
益
活
動
の
推

げ
・
年
頭
の
ご
あ
い

げ
ま
す
。

　　　　　

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
税
制
改
正
大
綱
に
お

　

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　　

日
税
連
は
、
昨
年

お
り
ま
す
。

　　　　　

昨
年
７
月
に
行
わ

税
政
連
と
連
携
し
て

進
等
に
つ
い
て
・
日

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
素
か
ら
会
員
の

　　

年
頭
に
あ
た
り
、

い
て
は
、
寡
婦

（夫
）

　

日
税
連
は
、
時
代
．５
月
、
制
度
部
が
と

　

本
年
は
、
い
よ
い

　

れ
た
第
２５
回
参
議
院

積
極
的
に
取
り
組
み

税
連

・
単
位
税
政
連

皆
様
に
は
、
日
税
政

所
信
の
・一
端
を
述
べ

　

控
除
の
見
直
し
、
振

　

に
適
合
し
納
税
者
の

り
ま
と
め
た

「次
期

よ
税
理
士
会
会
員
か

議
員
通
常
選
挙
に
つ

　

ま
す
。

　　　　　　

と
連
携
し
て
あ
ら
ゆ

の
活
動
に
格
別
の
ご

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

替
納
税
手
続
の
簡
素

事
務
負
担
に
配
慮
し

　

税
理
士
法
改
正
に
関

ら
の
意
見
と
単
位
税

い
て
は
・
全
国
で
５６

　　　　　　　　　　

る
機
会
を
捉
え
積
極

…
＝＝＝＝＝＝＝＝＝…
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝…
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝…
＝＝＝…
＝…
＝ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ…
＝＝…
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ；＝＝ニニニニニニニニニニ＝…
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ＝；＝＝…
ニニニニニニニニニニ＝…
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ：＝＝＝＝＝＝＝＝…
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ー

灘
盤醗欝翻
鞠
断
絶－国璽
鯵
陸

内
閣
総
理
大
臣

　

安
倍

　

新
年
あ
げ
ま
し
て

五
輪
は
、
今
も
、
私

ま
し
た
。

　　　　　

挙
げ
金

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　

の
険
に
焼
き
付
い
て

　　　　　　　　　　

三
宅
義

ま
す
。

　　　　　　

い
ま
す
。
身
体
の
大

　　

「人
間
、
夢
が
あ

葉
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
東
京

き
な
外
国
選
手
た
ち

　

る
か
ら
こ
そ
成
長
で

　　

半
世

晋
三

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
を
力
強
く
進
め
る
時

女
性
も
男
性
も
、
若

発
想
に
捉
わ
れ
る
こ

た
り
、
新
し
い
時
代

わ
く
わ
く
す
る
よ
う

　

で
す
。

　　　　　　

者
も
お
年
寄
り
も
、

と
な
く
、
安
全
保
障

　

の
国
づ
く
り
へ
の
決

な
、
す
ば
ら
し
い
大

　　

３
歳
か
ら
５
歳
ま

障
害
や
難
病
の
あ
る

政
策
の
不
断
の
見
直

意
を
新
た
に
し
て
い

会
に
し
た
い
と
考
え

　

で
、
全
て
の
子
ど
も

方
も
、
誰
も
が
活
躍

し
を
進
め
ま
す
。
激

ま
す
。

て
い
ま
す
。

　　　　

た
ち
の
幼
児
教
育
が

　

で
き
る
一
億
総
活
躍

動
す
る
国
際
情
勢
の

安
倍
内
閣
に
対
す

　

昨
年
、
ほ
ぼ
２
０

無
償
化
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
を
つ
く
り
あ
げ

荒
波
に
立
ち
向
か
い
、
る
国
民
の
皆
様
の
一

０
年
ぶ
り
の
皇
位
継

　

こ
の
春
か
ら
は
、
真

　

て
い
く
。

　　　　　

地
球
儀
を
備
敵
し
な

層
の
御
理
解
と
御
協

承
が
行
わ
れ
、
令
和

　

に
必
要
な
子
ど
も
た

　　

全
て
の
世
代
が
安

が
ら
、
新
し
い
日
本

力
を
お
願
い
い
た
し

の
新
し
い
時
代
が
ス

　

ち
の
高
等
教
育
の
無

心
で
き
る
社
会
保
障

外
交
の
地
平
を
切
り

ま
す
。
本
年
が
、
皆

挙
げ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

償
化
が
始
ま
り
ま
す
。
制
度
へ
と
改
革
を
進

拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
様
一
人
ひ
と
り
に
と

三
宅
義
信
選
手
の
言

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ

　

未
来
を
担
う
子
ど
も

め
、
最
大
の
課
題
で

　　

未
来
を
し
っ
か
り

っ
て
、
実
り
多
き
・

ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
経

た
ち
の
未
来
に
、
大

あ
る
少
子
高
齢
化
に

と
見
据
え
な
が
ら
、

す
ば
ら
し
い
一
年
と

胆
に
投
資
し
て
い
き

　

真
正
面
か
ら
挑
戦
し

　

こ
の
国
の
か
た
ち
に

な
り
ま
す
よ
う
、
心

ま
す
。

　　　

．

　　

て
い
き
ま
す
。

　　　

関
わ
る
大
き
な
改
革

よ
り
お
祈
り
申
し
上

　

人
生
１
０
０
年
時

　　

我
が
国
の
美
し
い

　

を
進
め
て
い
く
。
そ

げ
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
が
あ
ふ
れ
て
い
る
今

代
の
到
来
は
、
大
き

海
、
領
土
、
領
空
は
、
の
先
に
あ
る
の
が
・

子
ど
も
た
ち
が
未
来

　

こ
そ
、
新
し
い
時
代

な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

し
っ
か
り
と
守
り
抜

憲
法
改
正
で
す
。
令

僕：種郵便物畜嗣）



護質新年　　　　
金
がを

中
小
企
業
の
健
全
経
営
へ
ご
指
導
を

自
由
民
主
党
税
理
士
制
度
改
革
推
進
議
員
連
明云
五長

衆
議
院
議
員

伊
吹

　

文
明

偽

．

」ん
ｉ

各党から峯霧誘惑
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
本
税
理
士
政

治
連
盟
の
先
生
方
に
と

り
、
本
年
も
良
き
年
で
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
変

わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
蔭
で
、
私

も
連
続
当
選
１２
回
、
政
治

活
動
も
今
年
で
３６
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
財
務

大
臣
や
文
部
科
学
大
臣
等

四
つ
の
大
臣
職
、
自
民
党

幹
事
長
、
衆
議
院
議
長
等

多
く
の
経
験
を
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在

は
、
与
野
党
の
同
僚
の
皆

さ
ん
の
ご
相
談
に
乗
っ
た

り
、
メ
デ
ィ
ア
や
講
演
等

で
忙
し
く
し
て
い
ま
す

が
、幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、

選
挙
応
援
・地
方
出
張
等

々
、
多
忙
な
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

私
は
初
当
選
以
来
、
祖

先
が
育
み
積
み
上
げ
て
き

た
日
本
人
の
生
き
方
や
幹

持
を
大
切
に
、
競
争
社
会

・市
場
経
済
の
避
け
え
ぬ

弊
害
を
抑
え
、
公
正
・公

平
な
社
会
を
実
現
し
、
自

助
の
気
概
を
持
ち
つ
つ
自

己
抑
制
を
失
わ
ぬ
品
性
あ

る
国
民
に
よ
る
品
格
あ
る

「日
本
の
国
の
か
た
ち
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
現
在
は
、
長

寿
少
子
化
に
よ
る
労
働
力

不
足
、
豊
か
さ
の
な
か
で

の
勤
労
意
欲
の
低
下
と
賃

金
の
高
騰
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
生
産
拠
点
の
海
外

移
転
、
社
会
保
障
予
算
増

嵩
に
よ
る
財
政
赤
字
等
々

の
難
問
が
我
々
の
社
会
を

綴
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
難

問
を
克
服
し
、
次
の
世
代

に
良
き
日
本
を
引
き
継
が

ね
ば
と
心
せ
く
昨
今
で

す
。
政
治
の
努
力
は
勿
論

で
す
が
、
自
由
と
民
主
制

の
下
で
は
、
何
よ
り
大
切

な
の
は
日
本
人
の
幹
特
で

あ
り
、
広
い
視
野
で
の
自

己
抑
制
の
効
い
た
生
き
方

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
号
も
令
和
と
改
ま
っ
た

新
し
い
年
を
迎
え
、
決
意

も
新
た
に
、
日
本
国
と
国

民
の
た
め
必
要
な
こ
と
を

申
し
上
げ
、
微
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

米
・中
の
貿
易
摩
擦
・

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
石
油

市
場
の
動
向
等
の
不
安
要

因
も
あ
り
、
景
気
の
先
行

き
は
不
透
明
で
す
。
こ
の

よ
う
な
経
済
状
況
の
な

か
、
中
小
企
業
の
方
々
の

ご
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら

れ
る
先
生
方
の
ご
示
唆

は
、
税
の
在
り
方
を
考
え

る
う
え
で
大
切
な
も
の
で

す
。
来
年
度
税
制
改
正
に

対
す
る
日
税
政
の
提
言
も

そ
の
意
味
で
税
制
改
正
の

大
切
な
助
言
と
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
自
然
災

害
に
対
す
る
雑
損
控
除
の

期
間
延
長
を
一定
の
条
件

の
下
で
認
め
た
の
は
そ
の

一例
で
す
。先
生
方
に
は
、

今
年
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

経
営
・税
務
の
ご
相
談
や

ご
指
導
を
通
じ
、
中
小
企

業
の
健
全
な
経
営
の
た

め
、
ご
指
導
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
税
理
士

政
治
連
盟
の
ご
発
展
と
先

生
方
の
今
年
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

年
明
け
の

　

令
和
の
光
ぞ
有
難
し

び
ｎ
ｅ公

明
党
・日
本
税
理
士
会
連
合
会
と
の
政
策
懇
話
会
会
長

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ」ー
皆
様
と
力
合
わ
せ

　　
　
　

　

　

　

　

二

　　

．パ

　　

　

　
　

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

本
税
理
士
政
治
連
盟
の
先

生
方
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
の
時
代
を
見
据

え
、
人
口
減
少
・少
子
高

齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

広
が
り
と
い
っ
た
経
済
社

会
構
造
の
変
化
へ
の
適
確

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

衆
議
院
議
員

北
側

　

一
雄

昨
年
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
と
軽
減
税
率
の
実

施
、
財
源
を
活
用
し
た
幼

児
教
育
の
無
償
化
な
ど
の

支
援
策
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
世
代
か
ら
現
役

世
代
、
そ
し
て
高
齢
者
ま

で
、
広
く
安
心
を
得
ら
れ

る
全
世
代
型
社
会
保
障
の

構
築
を
進
め
ま
す
。

防
災
・減
災
対
策
も
重

要
で
す
。
国
土
の
強
靭
化

と
と
も
に
税
制
も
含
む
災

害
へ
の
備
え
を
盤
石
に
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
元

気
な
中
小
企
業
を
育
て
・

つ
な
げ
て
い
く
支
援
の
拡

充
、
経
済
の
活
性
化
に
力

を
注
ぎ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
は
、
日

本
に
大
き
な
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

「ｏ
ｎ
ｅ

　

Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
」

ー
ー
皆
様
方
と
力
を
合
わ

せ
、
日
本
内
外
の
諸
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

と
決
意
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
先
生
方
の
益
々

の
ご
健
勝
と
貴
連
盟
の
さ

ら
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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「災
害
損
失
控
除
」の
創
設
に
全
力

国
民
民
主
党
と
無
所
属
議
員
に
よ
る
税
理
士
制
度
推
進
議
員
連
盟
会
長

参
議
院
議
員

増
子

　

輝
彦

日
本
税
理
士
会
連
合

会
、
日
本
税
理
士
政
治
連

盟
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
税
理
士
法
４９
条

の
１５
に
よ
っ
て
税
理
士
に

は
建
議
権
が
付
与
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
沿
っ
て

日
税
連
と
日
税
政
は
、
令

和
２
年
度
も
消
費
税
関
連

等
の
国
民
生
活
に
直
結
す

る
極
め
て
重
要
な
建
議
書

を
政
府
に
提
起
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
特
に
注
目

す
る
の
は
、
「災
害
損
失

控
除
」
の
創
設
で
す
。

昨
今
の
自
然
災
害
は
国

民
生
活
へ
甚
大
な
被
害
を

与
え
て
い
ま
す
。
災
害
損

失
と
は
生
活
基
盤
に
生
じ

た
偶
発
的
な
損
失
や
収
入

を
得
る
た
め
の
必
要
経
費

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
総
所
得
金
額
等
か
ら

他
の
所
得
控
除
よ
り
先
に

控
除
す
る
現
行
の
取
扱
い

を
見
直
し
、
ま
ず
災
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
適
用

さ
れ
る
所
得
控
除
を
適
用

し
、
災
害
損
失
控
除
を
適

用
す
る
と
の
建
議
は
災
害

に
立
ち
向
か
う
人
た
ち
を

勇
気
付
け
る
も
の
で
す
。

今
後
も
日
税
連
の
皆
様

と
緊
密
に
連
携
し
な
が

ら
、
納
税
者
の
側
に
立
っ

た
税
制
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
税

理
士
政
治
連
盟
の
皆
様
に

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
維
新
の
会
は
、
昨

夏
の
参
院
選
に
お
い
て
健

闘
し
１０
議
席
を
獲
得
、
計

１６
議
席
と
な
り
ま
し
た
。

国
会
内
に
お
い
て
常
に
正

論
を
主
張
し
、
政
府
・与

党
に
対
し
是
々
非
々
の
立

場
で
提
案
を
し
合
意
形
成

を
図
る
党
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て

参
り
ま
す
。

消
費
税
は
、
２
度
延
期

し
て
き
た
税
率
引
き
上
げ

が
３
回
目
の
昨
年
１０
月
に

行
わ
れ
、
消
費
者
・事
業

者
・税
務
当
局
に
多
大
な

コ
ス
ト
と
手
間
を
か
け
る

軽
減
税
率
制
度
も
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
世
界
経
済
が

米
中
貿
易
戦
争
等
で
不
透

明
さ
を
増
す
中
、
景
気
が

失
速
し
た
場
合
に
は
消
費

税
率
を
、
消
費
者
や
業
者

の
不
満
が
高
ま
っ
た
場
合

に
は
軽
減
税
率
制
度
を
勇

気
を
持
っ
て
見
直
す
こ
と

も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

わ
が
党
は
、
ま
ず
身
を

切
る
改
革
と
徹
底
し
た
行

革
で
財
源
を
生
み
出
し
、

そ
の
上
で
地
方
衰
退
を
ス

ト
ッ
プ
す
る
真
の
景
気
回

復
の
た
め
の
抜
本
的
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
「身
を
切

る
改
革
・徹
底
行
革
」
、

「地
方
分
権
・統
治
機
構

改
革
」
の
党
と
し
て
、
令

和
の
時
代
も
最
大
限
の
努

力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
指
導
ご

鞭
縫
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
が
日
本
税
理

士
政
治
連
盟
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

身
を
切
る
改
革
と
徹
底
行
革

参
議
院
議
員
片
山

虎
之
助
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消
費
税
の
問
題
点
ぶ
っ後
も
主
張

立
憲
民
主
党
税
理
士
制
度
推
進
議
員
連
明宏
な長

衆
議
院
議
員
海
江
田

　

万
里

‐
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

年
が
皆
さ
ま
に
と
り
最
良

の
年
に
な
る
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
５
年
半
ぶ
り

の
消
費
税
の
増
税
が
行
わ

れ
、
同
時
に
初
め
て
複
数

税
率
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

消
費
税
の
申
告
、
納
付
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

事
業
者
や
税
理
士
の
皆
さ

ま
の
業
務
が
、
こ
れ
ま
で

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
煩
雑
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

立
憲
民
主
党
は
、
消
費

税
増
税
に
反
対
、
複
数
税

率
の
導
入
も
反
対
を
主
張

し
て
き
ま
し
た
が
、
私
た

ち
の
主
張
は
容
れ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
消

費
税
の
複
数
税
率
に
対
し

て
は
、
そ
の
問
題
点
を
主

張
し
、
令
和
５
年
１０
月
に

導
入
予
定
の
イ
ン
ボ
イ
ス

方
式
は
事
業
者
の
負
担
と

徴
税
コ
ス
ト
の
面
か
ら
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
主
張

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
日
本
税
理
士
政
治

連
盟
が
昨
年
ま
と
め
ら
れ

た
『令
和
２
年
度
の
税
制

改
正
に
関
す
る
要
望
』
を

受
け
て
、
立
憲
民
主
党
は

「２
０
２
０
年
度
税
制
改

正
・重
点
項
目
」の
中
で
、

「災
害
損
失
控
除
」
を
創

設
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
も
宜
し
く
ご

指
導
く
だ
さ
い
。
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日
本
維
新
の
会
税
理
士
制
度
推
進
議
員
連
明宏
五長

令和２年（２０２０年）１月１日 （水曜日） （第：種郵便物雀嗣）
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本

　

税
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出
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を
目
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動
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に
す
る
た
め
に
は
、
経

一

　　

広
報
委
員
会

　　　　　　

財
馨

貝会

　　　　　

後
援
会
対
策
委
員
会

　　　　　

組
織
委
員
会

　　　

醐
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ｏ
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ト
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．豆

て
役
員
改
選
後
の
新
メ
ン

　　　　　　　　　　

て
委
員
長
か
ら
報
告
を
受

っ
て
い
る

「後
援
会
活
動

無
等
の
実
態
を
調
査
す
る

日
税
連
の
神
津
信
一
会

光
一文
部
科
学
大
臣
を
表

１
日
現
在
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎

　

Ｗ

　

Ｑ
翌

バ
ー
に
よ
る
広
報
委
員
会

　　　

財
務
委
員
会

　　　

け
協
議
し
た
。

　　　　

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
長
、
高
橋
俊
行
専
務
理
事
敬
訪
問
し
た
。

山
下
貴
司
衆
・岡
山
２
区

　

（小
島
善
弘
委
員
長
）
を

　

日
税
政
は
１１
月
２５
日
、

　　　　　　　　　

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
年
実
施
し
て
い
る
。

　　

と
と
も
に
文
部
科
学
省

　

当
日
は
日
税
政
か
ら
渡

清
水
真
人
参
・群
馬
選
挙
区
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れ
結
審
し
た
。
令
和
２
年
２
月
余
の
不
法
行
為
の
事
実
に
関
し
定
で
は
「関
東
信
越
税
理
士
会
格
を
税
理
士
全
員
に
す
る
こ
と
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．
回

　

．ｒ
綿終
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出
さ
れ
て
い
る
古
川
禎
久

の
う
ち
に
閉
会
し
た
。



忙　

　

　

悌三種郵便物獅）

　理税　編
令和２年（２０２０年）１月１日 （水曜日）

　

令
和
２
年
度
税
制
改
正
大
綱
が
１２
月
１２
日
に
決
定
さ
れ
た
。
日
本
税
理
士

政
治
連
盟
は
、
毎
年
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
が
と
り
ま
と
め
た
税
制
改
正

建
議
を
実
現
す
る
た
め
各
党
の
税
制
調
査
会
を
は
じ
め
関
係
す
る
国
会
議
員

へ
要
望
を
提
出
し
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
本
連
盟
は
、
現
在
自
民
党
税

制
調
査
会
長
と
い
う
重
要
な
職
を
務
め
、
今
後
ま
す
ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
甘
利
明
議
員
を
迎
え
、
今
後
の
税
制
改
正
等
を
テ
ー
マ
に
太
田
会
長
と
の

新
春
対
談
を
掲
載
す
る
。

一■
は
じ
め
に
１
年
頭
の
あ
い
さ
つ

政
連
と
税
理
士
会
に
対
し
て
大
変
お
世
話
に
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

甘
利

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

私
も
９
月
２６
日
の
日
税
政
定
期
大
会
に
お
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
日
す
。
日
頃
か
ら
太
田
会
長
を
は
じ
め
税
理
士

税
政
の
会
長
と
し
て
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
の
皆
様
方
に
ご
指
導
と
ご
鞭
捷
い
た
だ
き
、

す
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
活
動
を
進
め
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
引
き
続

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
よ
き
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一■
令
和
元
年
を
振
り
返
って

ー
ー
甘
利
先
生
は
、
自
民
党
税
調
会
長
に
会
合
の
出
席
確
認
を
す
る
な
ど
会
議
運
営
の

太
田

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
す
。
甘
利
先
生
は
、
昨
年
９
月
に
税
調
会
長
就
任
さ
れ
令
和
２
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
と
あ
り
方
も
見
直
し
、
税
制
調
査
会
と
し
て
の

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
税
調
の
組
織
り
ま
と
め
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
税
調
の
組
権
威
を
一層
高
め
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　　　　

　　
　　

　

　　　　　　
　
　

　　

　
　　　　　

　

　
　

　

ｒ，．リ
，

　　
　

　

　

　　

　

　

．”－
，キ

ー

改
革
を
進
め
た
り
、
織
改
革
等
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　　　

税
調
で
議
論
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
も
、

経
済
の
活
性
化
を
重

　

甘
利

　

自
民
党
税
調
は
大
変
伝
統
と
権
威
財
務
金
融
部
会
や
経
済
産
業
部
会
な
ど
、
政
ゴー

視
し
た
税
制
改
正
を
の
あ
る
機
関
で
す
の
で
、
私
が
会
長
に
就
任
調
の
各
部
会
か
ら
上
が
っ
て
く
る
重
点
要
望
ｒ
ｌ

＊
′

リ
ー
ド
さ
れ
る
な
し
た
と
き
に
は
、
税
調
の
本
来
の
姿
、
あ
り
等
を
査
定
す
る
よ
う
な
受
け
身
の
立
場
だ
け

　　　

▲

ど
、
新
し
い
時
代
に
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
で
な
く
、
あ
る
べ
き
経
済
、
政
府
が
目
指
す

ふ
さ
わ
し
い
改
革
を
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
税
調
の
役
員
人
事
税
制
を
意
識
し
て
「攻
め
の
税
調
」
を
目
指

進
め
て
お
ら
れ
ま
に
つ
い
て
は
派
閥
か
ら
の
推
薦
を
そ
の
ま
ま
し
ま
し
た
。

す
。
こ
れ
ま
で
も
税
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
な
き
ら
い
も
あ
り
ま

　

太
田

　

甘
利
先
生
の
掲
げ
た
改
革
が
反
映

三

　　　　　　　　　

国
ー

　

－－

　　　　　

　　　　　

　

’＼＼．〆
ご
ｒ′も
▽
ｙ

　　　
　
　　

　

　
　
　
　

　　
　　
　
　　
　　

　

　　　　

メド
だ

　　　

　

　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

し
た
の
で
、
副
会
長
や
し
た
税
制
改
正
大
綱
と
な
っ
た
、
と
思
い
ま
す
。
革
命
的
な
技
術
革
新
と
も
い
え
る
５
Ｇ
い
て
は
、日
税
政
・日
税
連
の
要
望
と
し
て
、

幹
事
な
ど
の
定
員
を
決
す
。

　　　　　　　　　　　　　

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
す
る
よ
う
な
税
制
寡
婦
（夫
）
控
除
の
見
直
し
、
振
替
納
税
手

め
て
組
織
の
透
明
性
を

　

甘
利

　

今
回
ほ
ど
税
制
改
正
が
注
目
さ
れ
を
措
置
し
ま
し
た
。
三
つ
目
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
続
の
簡
素
化
等
の
納
税
環
境
整
備
等
の
要
望

高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
た
年
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
重
点
は
い

ョ
ン
の
強
化
で
す
。
こ
れ
ま
で
利
益
が
集
積
が
実
現
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
実
務
家
で
あ

　

，ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
四
つ
ほ
ど
コ
メ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
割
に
は
投
資
が
拡
大
し
な
い
と

る
税
理
士
ら
し
く
、
７
方
８
千
の
税
理
士
会

　　

議
制
再
党

　

ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　　　　

の
指
摘
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
員
の
声
を
国
政
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
税

昭和２４年８月２７日神奈川県生まれ。 昭和５８年衆議
院議員に初当選。労働大臣、経済産業大臣、規制
改革担当大臣、自由民主党政務調査会長、経済再
生担当大臣などを歴任。令和元年より自由民主党
税制調査会長。

助
川　　か旧覇

く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
四
つ
ほ
ど
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
割
に
は
投
資
が
拡
大
し
な
い
と
る
税
理
士
ら
し
く
、
７
方
８
千
の
税
理
士
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　　　　　

の
指
摘
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
員
の
声
を
国
政
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
税

　

一
つ
は
国
際
課
税
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
ン
税
制
や
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
を
見
直
し
ま
し
連
と
連
携
し
て
、
よ
り
一層
し
っ
か
り
と
し

含
む
経
済
実
態
の
変
化
に
対
応
し
、
国
際
的
た
。
四
つ
目
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
パ
ッ
チ
ワ
た
デ
ー
タ
に
裏
付
け
ら
れ
た
意
見
を
集
約

な
合
意
に
基
づ
く
公
平
な
ル
ー
ル
作
り
を
積
ー
ク
的
に
措
置
さ
れ
て
き
た
税
制
を
時
代
に
し
、
積
極
的
に
甘
利
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

極
的
に
リ
ー
ド
で
き
る
税
制
と
し
ま
し
た
。
合
っ
た
も
の
に
整
理
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
親
議
員
の
先
生
方
に
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま

二
つ
目
は
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
税
制
で
に
対
す
る
税
制
上
の
措
置
と
寡
婦
（夫
）
控
す
。

■
税
理
士
に
よ
る
後
援
会
を
通
じ
て

議
員
と
意
見
交
換

ー
ー
甘
利
議
員
の
後
援
会
の
特
色
や
、
日
が
あ
り
ま
す
。
私
は
実
は
、
昨
年
４
月
の
総
政
連
・東
京
地
方
税
政
連
と
し
て
も
大
変
お

ご
る
の
交
流
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
会
で
選
任
さ
れ
た
２
代
目
の
後
援
会
長
な
の
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
年
か
前
の
税

か
。

　　　　　　　　　　　　　

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
後
援
会
活
動
に
参
加
し

政
連
主
催
の
会
合
で
、
甘
利
先
生
か
ら
国
政

小
林

　

税
理
士
に
よ
る
甘
利
明
後
援
会
は
て
き
ま
し
た
が
、
甘
利
先
生
が
税
調
会
長
に
報
告
を
い
た
だ
き
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た

平
成
１１
年
結
成
で
す
の
で
２０
年
以
上
の
歴
史
就
任
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
一層
強
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
問
題
提
起
等
を
同
い
ま

握
手
す
る
甘
利
会
長
と
太
田
会
長
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税
調
を
改
革
、経
済
活
性
化
へ
税
制
改
正
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甘
利
会
長
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除
の
見
直
し
な
ど
で

す
。太

田

　

日
税
政

は
、
９
月
に
私
が
会

長
に
就
任
し
て
す
ぐ

に
、
税
制
改
正
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

１１
月
５
日

に
は
、
全
国
の
単
位

税
政
連
会
長
や
日
税

政
の
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
甘
利
先

生
を
は
じ
め
４
３
２

人
の
国
会
議
員
に
面

会
し
、
税
制
改
正
陳

情
を
行
い
、
要
望
を

説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

乾
月
１２
日
に
決
定

さ
れ
た
令
和
２
年
度

税
制
改
正
大
綱
に
お

力
に
甘
利
先
生
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

甘
利
先
生
に
は
、
後
援
会
の
総
会
に
出
席

い
た
だ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
神
奈
川
県
税

し
た
。
先
見
の
明
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
次
第
で
す
。
昨
年
秋
の
税
制
改

正
陳
情
で
も
税
調
会
長
と
し
て
ご
多
忙
の

中
、
熱
心
に
税
政
連
の
要
望
説
明
に
耳
を
傾

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
会
長

令

　　　　　　

（衆
議
院
議

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　　
　
　　　　
　
　　　
　　

出

稿
理
±
に
ょ
る
日
利
朗
後
援
会
会
長

甘
利

（衆
議
院
議
員
・神
奈
川
１３
区
）

太
田

　

直
樹

小
林

　　

貢 明

（司
会
）
日
本
税
理
士
政
治
連
盟
広
報
委
員
長

小
島

　

善
弘



に
ー

（第三種鞭雛嗣）

税党民
令和２年（２０２０年）１月１日 （水曜日）

嬢
も 税

務
の
専
門
家
と
し
て
税
制
改
正
に
提
言
太
田
会
長

ｒ

き
ぢ

　

」

　　　

　　　　　　　

　

　
　
　

　

　　

　

　

　

　

　　　

　　　　

　　　　

′ｒ・１ｉ
ｉｕ“＼

　　　

　

　　　　

　　　　

．＼

　

，，
，
，
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ
ー

▲・
ｒ

　

．

　

＼

・

　　　　　　　　　　

・

　　　　　　

一

　　

　
　
　
　
　

かぎ
デ

“”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

太田日税政会長

　　　

」
キ

　

ー

　

・ｇ

き
ａ

　　　　

〉
，，
み
キた
，
””～￥

　
　

　　

　
　

走
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
地
元
の
野
山
を
走
行
に
行
っ
た
際
に
現
地
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
や
日
税
連
制
度
部
の
答
申
は
、
電
子
申
告
に
お
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

る
の
で
す
が
、
最
近
は
な
か
な
か
時
間
を
見
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
と
げ
る
署
名
押
印
の
あ
り
方
や
１
Ｃ
Ｔ
社
会
に

つ
け
る
の
が
大
変
で
す
。

　　　　　　

て
も
楽
し
い
時
間
で
す
。

他
に
は
音
楽
鑑
賞
で
し
ょ
う
か
。
海
外
旅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一１■
絞ＷムＵｍソ
ド
１１鋼髄柵仕↓↓
へ
爪の
１′ッ
わし１１リノ

　　　

広報委員長
小島善弘
肺り射販針麟填幅螺鶴鮭際鱒融資腕靴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

甘
利
明
議
員
は
、
安
倍
政
権
を
支
え
る
重

の
貴
重
な
意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

－一
碧
．

　
　　
　

甘
利

　

税
理
士
に
よ
る
後
援
会
に
は
長
い
上
げ
て
し
っ
か
り
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
政
治
家
と
い

歴
史
が
あ
り
、
い
つ
も
皆
さ
ん
に
勉
強
さ
せ

お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　

う
の
は
何
と
厳
し
い
仕

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

　

な
お
、
残
念
な
が
ら
お
応
え
で
き
な
か
っ
事
な
の
か
、
と
感
じ
ま

ざ
い
ま
す
。
私
の
選
挙
区
だ
け
で
な
く
、
全
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
じ
主
張
を
繰
す
ね
。

国
の
国
会
議
員
は
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
ご
支
り
返
す
の
で
は
な
く
、
現
場
の
デ
ー
タ
を
集

　

太
田

　

私
は
、
時
間
，
；；

援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
税
理
士
政
治
連
積
し
新
た
な
議
論
を
加
え
て
提
言
い
た
だ
け
が
あ
れ
ば
ロ
ー
ド
バ
イ

盟
は
一番
近
い
存
在
で
あ
り
、
近
く
で
応
援
れ
ば
、
よ
り
実
現
可
能
性
が
高
ま
る
の
で
は
ク
タ
イ
ブ
の
自
転
車
で

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　　　　　　　

走
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
地
一

す
。
税
制
調
査
会
で
も
税
政
連
要
望
を
取
り

　　　　　　　　　　　　　　　

る
の
で
す
が
、
最
近
は
な
か

一■
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
が
癒
し
に

ー
ー
こ
こ
で
甘
利
議
員
と
太
田
会
長
の
ス

す
が
、
映
画
館
の
大
画
面
は
や
は
り
格
別
で

　　　　　　　

ｍ
ソ
｝″▼
ー
１

　　　　　　　

Ｊ
入電

　　

１
１
・、

ト
レ
ス
解
消
法
や
趣
味
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
す
ね
。

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　

ほ
か
に
は
家
族
、
特
に
孫
と
い
る
と
き
で

　

ー
ー
最
後
に
税
理
士
会
の
会
員
に
向
け
、

倭
人
伝
に
も

「租
賦
を
収
め
」
と
の
記
述
が

甘
利

　

映
画
を
見
る
こ
と
は
昔
か
ら
好
き

し
ょ
う
か
。
３
歳
と
１
歳
の
孫
が
い
る
の
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　

あ
り
、
国
あ
る
と
こ
ろ
に
必
ず
税
が
あ
る
、

で
す
。

　　　　　　　　　　　　

す
が
、
新
し
い
趣
味
は
孫
に
お
も
ち
ゃ
を
買

　

甘
利

　

税
制
調
査
会
の
元
会
長
で
あ
ら
れ
歴
史
の
節
目
に
は
必
ず
大
き
な
税
制
改
正
が

太
田

　

町
の
映
画
館
に
行
か
れ
る
の
で
す

っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
ね
。
（笑
）

　　　

た
山
中
貞
則
先
生
の
言
葉
で
あ
る
「税
は
国
あ
る
、
と
感
じ
ま
す
。

か
。

　　　　　　　　　　　　　　

思
う
に
、
自
分
の
娘
が
今
の
孫
く
ら
い
の

家
な
り
」
の
と
お
り
、
税
制
は
国
の
行
く
末

　

そ
し
て
、
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
税
制
を

甘
利

　

最
近
は
時
間
が
な
い
の
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
年
頃
だ
っ
た
時
は
、
父
親
と
し
て
何
も
し
て
さ
え
左
右
す
る
重
要
な
制
度
で
す
。
日
本
に
実
務
に
お
い
て
支
え
て
い
た
だ
く
税
理
士
の

や
ネ
ッ
ト
配
信
を
利
用
す
る
こ
と
も
多
い
で
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
反
省
し
て

つ
い
て
書
か
れ
た
最
古
の
書
物
で
あ
る
醜
志
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年

　　　　　　　　　　　　　　

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
に
限
り
が

対

談

を

終

え

て

　　　　　　

ゃ

　　　

い

　　　

い

　

？

も
税
理
士
の
皆
様
の
ご
活
躍
－

と
税
政
連
・税
理
士
会
か
ら

の
税
制
へ
の
積
極
的
な
ご
提

言
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。太

田

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

‐

太
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
「鎌
一

い
ま
す
。
新
年
に
当
た
っ
て

壕

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
と
い
う
こ

　

、
が

　　
　

′

　

．′！ｒ′．

　　　　　　　　　　　　

金

　

と
で
、
税
理
士
法
改
正
に
つ

；」

　

い
て
会
員
の
皆
様
に
一
言
申

　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

し
上
げ
ま
す
。令
和
２
年
は
、

　　　　　　　　　　　　　　

－

蝋
開
園

認
醜

　　　　　　

一

託
す
。
暴

政
と
し
て
も
関
係

陰

す
る
議
員
の
先
生
方
に
日
税

ー

　　　　　　

，

郡
連
の
検
討
状
況
を
逐
次
ご
報
お
け
る
事
務
所
の
あ
り
方
・
税
理
士
試
験
の

　

告
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
受
験
資
格
の
見
直
し
な
ど
を
具
体
的
な
法
改

　

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
正
要
望
項
目
と
し
て
い
ま
す
。
次
な
る
税
理

　

せ
ん
。

　　　　　　　

土
法
改
正
は
、
税
理
士
制
度
が
国
民
に
と
っ

　　

日
税
連
が
昨
年
ホ
ー
ム
ぺ

　

て
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
る
と
い
う
基
本

　

ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
た
制
認
識
の
も
と
、
近
未
来
の
税
理
士
制
度
の
あ

　

度
部
の
「次
期
税
理
士
法
改
り
方
を
示
す
も
の
と
す
べ
き
で
す
。

　

正
に
関
す
る
答
申
」
に
対
し

　

国
民
納
税
者
の
共
有
財
産
と
も
い
え
る
税

　

て
は
、
多
く
の
意
見
が
寄
せ
理
士
制
度
の
発
展
の
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

　

ら
れ
て
お
り
、
本
年
は
こ
れ
持
っ
た
大
胆
な
制
度
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

　

ら
の
意
見
を
集
約
し
、
税
理
ま
す
。
日
税
政
は
次
な
る
税
理
士
法
改
正
に

　

土
法
改
正
へ
の
検
討
を
加
速
向
け
、
日
税
連
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
の
よ
り
一層
の
ご
理
解
と
ご
協

要
な
議
員
の
一
し
た
。

対
談
記
事
掲
載
に
当
た
っ
て
、
甘
利
明
事

て
の
貴
重
な
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　

　　　　　

　

－－－

　

－－４・

　

～１」‐；

　　 　　　　　　　　　　　　

、Ｍ．霊ハー、」

小
林
後
援
会
会
長



令和２年（２０２０年）１月１日 （水曜日）

　　　　　　　　　　　　　

日

　

本

　

税

　

政

　

連

　　　　　　　　

ぼ－三種郵便物認可）

　　　　

第５５１号

　　

（８）

　　　

　 　 　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　

　　　 　　　　　　　　　　　

　

グ 金税共の事業をご利用くださル，

　　　　　

円 滑 な 事 業 承 継 等を 実 現 する

　　　　　　　

税理士ｏ事務所職員、関与先等関係者のための

　

Ｖ 醇 大型総合保障制度

　　

金 硯 共 年 金拠出型企業年金保険）

　　

‘ －－

　

ー

　

：≦

　　

′
≧

　　　　　

； ； ▲ 鰹 一
－ －

霧 灘
－－－－－

信三…

　　

－－－－

　

－

　
　　　　 　 　 　　

　

　
　　　　

　　　　　　 　
　

　　　

掛捨の割安な保険料で入院や手術を含む総合的な保障をす

　　　　　

１．掛金は月々１万円から

＝

　　

企業を守ります。

　　　　　　　　　　　　　　　

無駄なく将来の設計ができます。

　　　　　　　　

１

　　　

◎ 経 営 者 保 険 総 合 プラ ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１！

Ｅ

　　　

働きざかりの経営者等の生涯保障や、役員．幹部社員の退職金
・

－

　　

￥憶等に法用
↓
で
↓
きるよう、終身保険、養老保険など多彩な商品

　　　　

新規加入

　　　

１日韓有機弘志嫌 塾±Ｍｍ 煉

　　　

，
．

　　

を用意してぃますｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－括払 罷鼓義歯 影 響
”ノで鯛］ま

　　　

，
１

ｑ

　　

◎ 経 営者スー パープラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一括払のみの加入はできません

　　　　　　

ｈ
：

　　　　

ガンなどの生活習慣病保障に重点をおいた保険や高度先進

　　　　　　　　　　　　　

Ｒ

　

せ

　

１口５千円以上

　　　

啄
ｍ
療隻要 強蓮峯険など様々なニーズに応える医療保険全般

　　　　　　　

“ ｍ 毎月

；

　　　

ぜ用意しｔしば りｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

増

　　

ロ

　

ー廿

　

１月鴨方円以上
－ぎ一ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー捨払 一括払のみの増口も可能

　　　　　　

１劃

　　　　　　　　　　　　

〈募集保険会社＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＃っ圏 ｎ ．７Ｂ、榊７幣 全藷金艦

　

◎冥翻躍翼裏睡躍覇璽 樵巨璽夢 唱騒樋腐

　　

乙年金の受取方法は３種類

　　　　　　

屋

　　　　

収入を補償

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

給付金請求時に次の３通りから選択できます。

－

　

二扇 蔓；墨ｉ讐日鼠－

　　

≧凝議 」 金

　

過 諏
弄製諺禦ぎ暁鞠警揃 識 字 嗣 郷が

　

綴 濯

　

１

　　　　　　　　

１

　　　

◎新．団体医療保険 徽醐－

　

ｏ趣一望参蟹響

　　　　　　　　　　　　

３．掛金の運用

　

　　　　　　 　　　

　

　　　　　　　　　　　

　　　

◎ 介 護・がん補 償 保 険

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利率を上回った場合には、配当が上乗せされます。

　　　　

要介護３・以上で年金方式の保険金。１年更新の加入で

１

　

ｉ髪 零雛署墓鑓補償がありますｏ

　　　　　　

。巌 純．輝諜零霊塾為 僻 嗣・麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

″、 ャ

　　

－． －－‐′’≦

　

－“ “． －－

　　　

－

　

－

　　

」も－－』 も払

　

蕉

　

－ －．＝ｒｉ、一－ ハミｉ鯖

　

‐

　　　　　　　　　

、

　

‐蒸篭撰灘塾

　　　

ｉ

　　　　　　

〒１４１‐００３２東京都品川区大崎１－１１－８日本税理士会館４階

　

ＴＥＬ０３（５７４０）８３３１（代） ＦＡＸ０３（５７４０）８３３３
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令和２年（２０２０年）１月１日 （水曜日） 日

　

本

　

税

　

政

　

連 第５５１号

　　　　　　　　

キ メ ル「１一 遍
ムー

　　　　

，

　

「－－－－湛Ｅｒｒ－－〆

　　

岡 避 閥ごま亀

中川正春議員（立憲
民主党・＝重２区）

腔割

塩崎恭久議員（自民党・愛媛１区）

　　　　　　　

　

　
　　　　　
；．…

　　　

－

　

↓

　　　　

民撹 ・岩手３区）

　 　
　　　　　｛．，，一・－ ，－

１
　　　　

　

　　

　

　
　　　　　　　

群舞

古川康議員 （自民党・比例り方し小Ｎ）

　　

，－；．ムここ・ドニ」－．－′

　

′．

　

　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　　　　

　　　　　　

　　

　　　　　　　　

ノ１
－ノ．

蝉 ．▼

　　

▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　

ノ

　　

ー′

　　

＾

　　　　　

・

　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　

ノ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　

．

　　

　　

　

　　

　

　　　　　　　　

　　　

諸

　

イ

　

ー

　

ー、

　　　　　　　　　

　 　　　　

　

　　　

　　　　　　　

ー

　　

，「

　

　　　　
　

　　　　　　　　　　　　

　　

遠山清彦議員（公明党・比例九州）

柴山昌彦議員 （自民党・埼玉８区）

　　　　

　

　　

　

　
　　
１１・

　　

＾
　

　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　　　

　　

　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　．′．一

　

’

　　　　　

”，ごトー｝

西田実仁議員（公明党・埼玉選挙区）

　

　

　　　

　

　

　　

－
－キー

′二

　 　　　　　　　　　　
　　　　

　

　　

　

　　　　　　

ー一 ′

　

崎戸

和田義明議員（自民党・北ラ毎道５区）

猪口邦子議員≦（自民党・千葉選挙区【）

剰を≦主田光一議員（自民党・東京２４区）

日
税
政
は
１１
月
５
日
、
税
制
改
正
等
に
関
す
る
一斉
陳
情
を
行
っ
た
。
以
下
、
前
号

に
続
い
て
陳
情
活
動
の
写
真
を
掲
載
し
、
活
動
の
模
様
を
紹
介
す
る
。
（順
不
同
）

，

　　　　　　

′

Ｌ

　

はご：

　　

．；
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．

　　　　　　　　　　　

ヤド‘二　
　

　　　　　　　

　　　　

　　　　　

　　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　　　

　　　　　　　　　　　

′

　

′

　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／・▼′

客頁鴛当市高志良Ｂ講鮭員（ＥヨＥＥ琴墓・字艇１１姥２区≦）

左から宮本周司議員（自民党・比例
代表） ・西田昭一議員 （自民党・石
川３区） ・山田ィ彦路議員 （自民尚；・
石川選挙区）

キ．て
ー：、 　　　

　　

’１

‐ｒｉｉｉ－：
が
Ｌニ

　

ヤ

　

，

巽．

　　

き
‘イーン，

　

′三
　　　　

　

　

　

　

；
二
三

　

も
ご

　

＊
さ
誉
三
一二
三
三

　　　 　　　　　　　　　　

　　　

　

　

　　
　 　

　　
山口俊一議員 （自民党・徳島２区）

　　　　

．，Ｌミニ－－

　

ｒ二．＼
．

　　　　　　

鰭

　　　

　　　

　

　　
　　

　

　　　　　　 　

　

　

　

　
診もも

ー

　

＼

４、漢り優子議員 （自民党・群馬５区）

林芳正議員（自民党・山口選挙区）

－－

　　

－．－－（｝ｔｑｒｒ

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

も

日ｒ利明議員 （自民党・神奈川１３区） 竹本直一議員 （自民党・大阪１５区）

、 、 ｕ

　

－
ｉ

　

　

　　

　　　　

　　

　　　

　　　　

　

　

　

　　

藤川政人議員曇（自民党・愛知選挙区）

　

Ｌ１・；ｉ
」．， ．

　

　

　　　　

青木愛議員（国民民主党・比例代表）

　　

高市早苗議員（自民党・奈良・２区）

」 選んでよかった！

　

」ＤＬ「

会計事務所の経営課題とその解決策を動画でご紹介！
『開業まもない若い事務所』篇
１衰萎持ち込みの顧問先の処理…事務量増加
顧問先回りや営業もすべて所長…時間が足りない

Ｌ職員を増やさず」
事 務 所 発 展

『発展めざましい中堅事務所』篇
職員を増やし続ける÷妃嬢謝術…人件費増大・採用困難
優秀な職員も入力業務ばかり…有効な人材活用

『大きく伸びる税理士法人』篇
システム管理者にかかる負担…システム構築・運用のリスク

市販ソフトを組合「ぱばこシステム拡張…ニーズに合わない・コスト増

』回Ｌ 株式会社日本デジタル研究所

『会計事務所のパートナー」ＤＬ』
創業以来５０年の実績、
会計事務所１４，０００件のノウハウ。
」ＤＬが選ばれる、その理由を、ぜひ、ご覧ください。

ｒｗｅｂで動画公開中１

難

本社／〒１３６‐８６４０東京都江東区新砂１‐２６

　

公０３（５６０６）３１１１（大代表）
ＪＤＬホームページアドレス

　

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ‐ｊｄｌ．ｃｏ．ｊｐ／

ＪＤＬナビゲーター 新妻聖子



令
和
２
年
税
制
改
正
大
綱
（概
要
）

令
和
元
年
１２
月
１２
日

自
由
民
主
党
・公
明
党

令
和
２
年
度

与
党
税
制
改
正
大
綱
の
概
要

（第；種郵便棚胴）

持
続
的
な
経
済
成
長
の

実
現
に
向
け
、
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

及
び
投
資
や
賃
上
げ
を
促

す
た
め
の
税
制
上
の
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
連

結
納
税
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
。さ
ら
に
、

経
済
社
会
の
構
造
変
化
を

令和２年（２０２０年）１月１日 （水曜日）

０
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ヨ
ン
に
係
る
措
置

企
業
の
事
業
革
新
に
つ

な
が
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
事
業
会
社
か
ら
一定

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対

す
る
出
資
に
つ
い
て
、
そ

の
％
％
相
当
額
の
所
得
控

除
が
で
き
る
措
置
を
創
設

す
る
。
そ
の
際
、
一定
期

間
（５
年
）
内
に
、
出
資

し
た
株
式
を
売
却
等
し
た

場
合
に
は
、
対
応
す
る
部

分
の
金
額
を
益
金
に
算
入

す
る
仕
組
み
と
す
る
。

○
投
資
や
賃
上
げ
を
促
す

措
置収

益
が
拡
大
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
上
げ

に
も
投
資
に
も
消
極
的
な

大
企
業
に
対
す
る
研
究
開

発
税
制
な
ど
の
租
税
特
別

措
置
の
適
用
を
停
止
す
る

デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生

踏
ま
え
、
全
て
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す

る
公
平
な
税
制
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

（少
額
投
資
非
課
税
）
制

度
の
見
直
し
を
行
う
。
こ

の
ほ
か
、
国
際
課
税
制
度

の
見
直
し
や
納
税
環
境
の

整
備
等
を
行
う
。

措
置
の
設
備
投
資
要
件
に

つ
い
て
、
国
内
設
備
投
資

額
が
当
期
の
減
価
償
却
費

総
額
の
３
割
超
（現
行
＝

１
割
超
）
と
す
る
。

大
企
業
に
対
す
る
賃
上

げ
及
び
投
資
の
促
進
に
係

る
税
制
の
設
備
投
資
要
件

に
つ
い
て
、
国
内
設
備
投

資
額
が
当
期
の
減
価
償
却

費
総
額
の
％
％
以
上
（現

行
・・９０
％
以
上
）と
す
る
。

○
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
の
見

直
しエ

ン
ジ
ェ
ル
税
制
に
つ

い
て
以
下
の
見
直
し
等
を

行
い
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
対
す
る
資
金
の
流
れ
を

強
化
。
法
定
の
項
目
に
拠

ら
ず
「成
長
性
」
を
確
認

し
、
都
道
府
県
に
代
わ
っ

て
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
対
象

企
業
の
証
明
を
行
え
る
者

に
、
認
定
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
業
者
を
追

加
。投

資
額
を
総
所
得
金
額

か
ら
控
除
す
る
傷
遇
措
置

の
対
象
に
、
設
立
後
３
年

以
上
５
年
未
満
で
一定
の

試
験
研
究
を
行
っ
て
い
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
追

加
。

○
国
立
天
学
法
人
等
に
対

す
る
個
人
寄
付
の
促
進

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中

核
と
な
る
国
立
大
学
法
人

等
の
研
究
力
強
化
に
向

け
、
若
手
研
究
者
の
育
成

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

国
立
大
学
法
人
等
の
更
な

る
外
部
資
金
調
達
努
力
を

後
押
し
す
る
た
め
、
国
立

大
学
法
人
等
へ
の
個
人
寄

附
の
税
額
控
除
の
対
象
事

業
に
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
プ

な
研
究
に
挑
戦
す
る
若
手

研
究
者
（ポ
ス
ド
ク
・大

学
院
生
等
）
に
研
究
費
を

助
成
す
る
事
業
等
を
追

加
。

寡婦に寡夫と同等の所得制限（所得５００万円［収入６７８万円］）を設ける。
住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届）」の記載がある者を対象外とする。
子ありの寡夫の控除額（現行：２７万円）を子ありの寡婦と同額（３５万円）とする。

　　　　　　

（住民税の控除額：２６万円）

　　　　　　　　

（住民税の控除額：３０万円）
収入６７８万円）以下の子以外の扶養親族を持つ死別・離別の女性、扶養親族がし、ない死別女性については現状のまま

　　　

［

　　　　　

女性

　　　　　

ｊ

　　　

Ｌ

　　　　　

男性

　　　　　

」［

　　　　　

女性

　　　　　

Ｊ

　

ｒ”′た

　

りＥ，１

　　　　　　　　　　　　　　

き

ーＬ

　　　　　　　　　

２一色

Ｌ所得５御方円］ 控
、流 「

　　　　　

癖 流用

　

現有（年収６７８万円）

　　

控除を適用せず，

　　　　　　　　　　　　

控除を適用せず（現行と同じ）
霊

０

　　

つ　　

０
５
Ｇ
導
入
促
進
税
制

安
全
性
・信
頼
性
が
確

保
さ
れ
た
５
Ｇ
（第
５
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）

設
備
の
導
入
を
促
す
観
点

か
ら
、
①
超
高
速
・大
容

量
通
信
を
実
現
す
る
全
国

５
Ｇ
基
地
局
の
前
倒
し
整

備
、
及
び
②
ロ
ー
カ
ル
５

○
の
整
備
に
係
る
一定
の

投
瞥
に
つ
い
て
、
税
額
控

除
（１５
％
）
又
は
特
別
償

却
（３０
％
）
が
で
き
る
措

置
を
創
設
す
る
。

０
連
結
納
税
制
度
の
見
直

し
連
結
納
税
制
度
に
つ
い

て
、
制
度
の
適
用
実
態
や

グ
ル
ー
プ
経
営
の
実
熊
を

踏
ま
え
、
企
業
の
事
務
負

担
の
軽
減
等
の
観
点
か
ら

簡
素
化
等
の
見
直
し
を
行

う
。
具
体
的
に
は
、
企
業

グ
ル
ー
プ
全
体
を
一
つ
の

納
税
単
位
と
す
る
現
行
制

３

経
済
社
会
の
構
造
変
化
を

踏
ま
え
た
税
制
の
見
直
し

○
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応

国
際
的
な
議
論
に
お
け

る
わ
が
国
の
基
本
的
考
え

方
と
し
て
以
下
を
明
記
。

①
安
定
的
か
つ
予
見
可

能
な
投
資
環
境
の
構
築

②
企
業
間
の
公
平
な
競

争
環
境
の
整
備

③
新
ル
ー
ル
の
適
用
対

象
の
明
確
化
等

④
過
大
な
事
務
負
担
及

び
二
重
課
税
の
防
止

⑤
法
人
税
の
引
下
げ
競

争
へ
の
対
抗

以
上
に
示
し
た
考
え
方

２

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

○
私
的
年
金
等
に
関
す
る

公
平
な
税
制
の
あ
り
方

人
生
１
０
０
年
時
代
を

抑
え
る
中
で
、
高
齢
期
の

長
期
化
や
就
労
の
拡
大
・

多
様
化
等
を
踏
ま
え
、
私

的
年
金
に
つ
い
て
以
下
の

見
直
し
を
行
う
予
定
。
こ

れ
に
伴
い
、
現
行
の
税
制

上
の
措
置
を
適
用
。

Ｉ
Ｄ
Ｃ

　

（企
業
型
．
個

人
型
）
等
の
加
入
可
能
要

件
の
見
直
し
と
受
給
開
始

時
期
等
の
選
択
肢
の
拡
大

ー
中
小
企
業
向
け
制
度

（簡
易
型
Ｄ
Ｃ
・
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ス
）
の
対
象
範

囲
の
拡
大

十
企
業
型
Ｄ
Ｃ
加
入
者
の

度
に
代
え
て
、
企
業
グ
ル

ー
プ
内
の
各
法
人
を
納
税

単
位
と
し
つ
つ
、
損
益
通

算
等
の
調
整
を
行
う
仕
組

み
と
す
る
。
（グ
ル
ー
プ

通
算
制
度
へ
の
移
行
）

を
踏
ま
え
、
国
際
的
な
合

意
に
向
け
一層
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

○
国
際
的
な
租
税
回
避
・

脱
税
へ
の
対
応

子
会
社
配
当
の
非
課
税

措
置
と
子
会
社
株
式
の
譲

渡
を
組
み
合
わ
せ
た
税
務

上
の
譲
渡
損
失
を
創
出
す

る
租
税
回
僻
に
対
し
、
配

当
益
金
不
算
入
制
度
の
適

用
を
受
け
て
非
課
税
と
さ

れ
る
金
額
を
子
会
社
株
式

の
帳
簿
価
額
か
ら
引
き
下

げ
る
等
の
見
直
し
を
行

，つ
０

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
Ｏ
加
入
の
要
件

緩
和

ー
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
改

善
等

Ｏ
Ｎ
ー
Ｓ
Ａ
制
度
の
見
直

し
・
延
長

経
済
成
長
に
必
要
な
成

長
資
金
の
供
給
を
促
す
と

と
も
に
、
人
生
１
０
０
年

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
家
計

の
安
定
的
な
資
産
形
成
を

支
援
し
て
い
く
観
点
か

ら
、
Ｎ
工
Ｓ
Ａ
制
度
に
つ

い
て
、
少
額
か
ら
の
積
立

・分
散
投
資
を
さ
ら
に
促

進
す
る
方
向
で
制
度
の
見

直
し
を
行
い
つ
つ
、
口
座

開
設
可
能
期
間
を
延
長
。

１
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は

５
年
延
長
。

（２
０
２
３

年
ま
で
２０
年
の
積
立
期
間

を
確
保
）

ー
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い

て
は
、
よ
り
多
く
の
国
民

に
安
定
的
な
資
産
形
成
を

促
す
観
点
か
ら
、
一階
で

積
立
投
資
を
行
っ
て
い
る

場
合
に
は
二
階
で
別
枠
の

非
課
税
投
資
を
可
能
と
す

る
二
階
建
て
の
制
度
に
見

直
し
た
上
で
、５
年
延
長
。

ー
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に

つ
い
て
は
、
利
用
実
績
が

乏
し
い
こ
と
か
ら
、
延
長

せ
ず
に
２
０
２
３
年
末
で

終
了
。

○
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対

す
る
税
制
上
の
措
置
及
び

寡
婦
（夫
）
控
除
の
見
直

し
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
ど
も
に
対
し
て
公
平

な
税
制
を
実
現
す
る
た

め
、
「婚
姻
歴
の
有
無
に

よ
る
不
公
平
」
と
「男
性

の
ひ
と
り
親
と
女
性
の
ひ

と
り
親
と
の
間
の
不
公

平
」
を
全
て
解
消
す
る
。

そ
の
た
め
、

十
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
寡

婦
（夫
）
控
除
を
適
用
す

る
。

十
寡
婦
控
除
に
つ
い
て
、

・寡
婦
に
寡
夫
と
同
等
の

所
得
制
限
（所
得
５
０
０

万
円
（年
収
６
７
８
万

円
）
）
を
設
け
る
。

・住
民
票
の
続
柄
に
「夫

（末
届
）
」
「妻
（末
届
）」

の
記
載
が
あ
る
者
を
対
象

外
と
す
る
。

・子
あ
り
の
寡
夫
の
控
除

額
を
子
あ
り
の
寡
婦
と
同

額
に
す
る
。
（２７
万
円
↓

３５
万
円
）

未婚のひとり親に寡婦（夫）控除を適用
寡婦（夫）控除について、以下の見直し

　　　　　　　　　　　　　　

円
円

　　
　
　
　
　
　　
　　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

　
　

自
由
民
主
党
と
公
明
党
は
、

１２
月
１２
日
、
令
和

２
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
し
た
。
大
綱
の
概

要
を
掲
載
す
る
。

◎
劣

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　※所得制限は子１人の場合の額

（注）所得及び年収は、平成３０年度税制改正における給与所得控除から基礎控除への振替（ｌｏ万円）を踏まえたもの。令和２年分以後に適用。

報
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